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【短報】タマキノコムシ科クシモモタマキノコムシ
属の 3種目の種の発見について

タマキノコムシ科クシモモタマキノコムシ属 
（Triarthron 属 ） は，Märkel （1840） が 欧 州 産 の T. 
maerkelli Märkel, 1840 をタイプ種とする 1 属 1 種と
して記載された属なので，歴史は相当古い．しか
し，欧州ではその後，複数の種が同属の新種として
記載されるも，シノニムとなったり，他属に移さ
れたりしたので，旧北区の同属種数は 19 世紀半ば
の 1 種のままであった （Hoshina, 2020）．我が国では，

Hisamatsu （1985） 
が群馬県産標本を
元に T. maerkelli を
日本産種として初
記録した．属名と
種和名は共にクシ
モモタマキノコム
シ と な っ て い る．
現在，国内ではク
シモモタマキノコ
ムシは本州と北海
道から記録がある
（Hoshina, 2010）．

新 北 区 で は，

Horn （1868） が，Triarthron lecontei Horn, 1868 を カ
ルフォルニアから記載した．しかし，その後，本属
はいくつかの種が追加されても，最終的にはシノニ
ムにされてしまうと言う，旧北区と同様の経緯をた
どった．結局，あの広大な北米大陸をして，クシモ
モタマキノコムシ属は T. lecontei の 1 種が知られる
のみである （Peck & Cook, 2009）．

筆者は昆虫写真家の伊藤ふくお氏が奈良県で採集
した標本を元に，同属としては約 150 年ぶりの新
種 Triarthron itoi Hoshina, 2020 を記載した （Hoshina, 
2020） （図 1）．体が大きく，また同属としては世界
で 3 番目の種であることから，阪神タイガースの往
年の 3 番バッターのランディ・バース選手からお名
前をお借りし，本稿にてこの種に対し「バースクシ
モモタマキノコムシ」との和名を与える．このバー
スクシモモタマキノコムシは体長が 4.8 mm で，約
3 mm のクシモモタマキノコムシより明らかに大き
く，また中脚と後脚の腿節の形態，及び雄交尾器の
形態によっても区別できる．これら形状の具体的な
違いについては，オープンアクセスとなっている
Hoshina （2020） を参照していただきたい．

最大の疑問は，広大なユーラシア大陸と北米大陸
に 1 種ずつしか生息していないのに，極東の島国
の日本にはなぜか 2 種も分布する点である．しか
も，4 種目と疑われる日本産標本も筆者の手元にあ
り，謎は深まるばかりである．その疑問につき，今
のところ筆者は何かしらの推測に到達できていない．

末筆ながら，バースクシモモタマキノコムシのホ
ロタイプとなった標本を調べる機会を与えて下さっ
た，大阪市立自然史博物館の初宿成彦博士に厚く御
礼申し上げる．
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図 1．バースクシモモタマキノコ
ムシ．


